

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1965, 1966, Roth 2017参照）。
【テクスト】
Marin, Claire（2008）V iolences de la maladie, violence de la vie, Armand Colin.（VMと記す）
―（2008）Hors de moi, Allia, （鈴木智之訳『私の外で　自己免疫疾患を生きる』ゆみる出版，2015
年）（HMと記す）
―（2013）L’Homme sans fièvre, Armand Colin.（鈴木智之訳『熱のない人間　治癒せざるものの治療
のために』，法政大学出版局，2016年）（HSFと記す）
―（2014）La maladie, catastrophe intime, PUF.（MCIと記す）
　引用のページ数は，日本語訳のあるものは訳書の，未訳のものは原著のそれを示す。
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＊本稿は，日本質的心理学会・第14回大会（於：首都大学東京荒川キャンパス）でのシンポジウム「治癒
せざるものの治療のために―病い経験を捉える新しい概念生成に向けて」（2017年９月９日）における同
題の報告内容に加筆・修正を加えたものです。シンポジウムの企画・実施を担っていただいた首都大学東
京の坂井志織先生をはじめ関係の皆様に，貴重な機会を与えていただいたことを感謝申し上げます。
